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松山市大可賀に竣工した
えひめ森林発電の木質バ
イオマス発電所。今月から
営業運転が始まる。 �

�みきゃんの縫いぐるみと
CLT（直交集成板）でつくっ
た木になる“みきゃん”▼
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写
真
は
、県
内
初
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

で
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は
、
低
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
重
要
な
課
題
で
す
。
ま
た
、森

林
資
源
の
有
効
活
用
と
、そ
れ
に
よ
る
国
土
の
保

全
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
林
業
に

大
き
な
戦
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
が
、
皆
様
に
と
って
良
い
年
と
な
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

元
旦
の
膳
に
の
せ
た
る
若
松
の

　
　
不
老
長
寿
の
約
束
に
お
う

　
　
　
　

�（
ラ
ジ
オ
深
夜
便　

鳥
海
昭
子
の
誕
生
日
の

花
と
短
歌
３
６
５
日
よ
り
）

謹
賀
新
年
　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
３
５
４
回
愛
媛
県
議
会
定
例
会
が
、

11
月
27
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
17
日
間

の
会
期
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
64
年
振

り
の
開
催
と
な
っ
た
「
え
ひ
め
国
体
」、
ま

た
、
初
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

成
功
裏
に
終
え
て
、
ま
だ
そ
の
余
韻
が
覚

め
な
い
中
で
開
催
さ
れ
た
定
例
議
会
で
し

た
。
一
般
質
問
で
は
、
え
ひ
め
国
体
・
え

ひ
め
大
会
（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

の
総
括
を
問
う
質
問
が
多
く
出
さ
れ
、
加

計
問
題
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
に
つ
い

て
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
議
案
は
、
補
正
予
算
７
件
（
退

職
手
当
引
き
下
げ
に
よ
る
追
加
補
正
予
算

３
件
が
あ
り
ま
す
。）
と
条
例
11
件
、
そ
の

他
の
案
件
15
件
、
人
事
案
件
２
件
、
決
議

１
件
の
計
36
議
案
で
、
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
、
定
期
検
査
後
の
伊
方
原
発
３
号

機
再
々
稼
働
の
停
止
を
求
め
る
こ
と
な
ど

の
請
願
５
件
と
、
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る

今
治
市
へ
の
獣
医
学
部
新
設
に
つ
い
て
説

明
責
任
を
は
た
す
こ
と
を
国
に
求
め
る
意

愛
媛
県
議
会
定
例
会
（
平
成
29
年
12
月
）

概
　
要見

書
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

❶ 

補
正
予
算 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

補
正
予
算
は
、
台
風
18
、
21
号
で
被
害
を

受
け
た
農
業
用
施
設
の
復
旧
費
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
一
般
会
計
11
億
３
，０
７
２
万
円
と

企
業
会
計
（
３
会
計
）
１
億
４
，
５
８
０
万

円
で
、
合
計
12
億
７
，
５
６
１
万
円
で
す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
人
件
費
等
】

　

職
員
や
特
別
職
の
給
与
改
定
費
な
ど
人
件

費
の
ア
ッ
プ
分
が
11
億
７
，７
６
７
万
円（
企

業
会
計
は
全
額
人
件
費
）
と
、
国
に
準
じ
た

退
職
手
当
の
引
き
下
げ
に
よ
り
退
職
手
当
を

５
億
８
，８
４
８
万
円
減
額
。
差
引
５
億
８
，

９
１
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
債
務
負
担
行
為
】

　

ゼ
ロ
県
債
（
注
１
）
10
億
６
，９
２
５
万
円
を

計
上
し
て
、
県
単
独
緊
急
防
災
・
減
災
対
策

事
業
を
前
倒
し
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　表紙の木質バイオマス発電所（えひめ森林発電）では、年間10万㌧の燃料を使用します。県森林組合連合
会から間伐材など未使用材のチップ６万㌧を購入し、残りを輸入パームヤシ殻で補う計画です。年間発電量
は、約８万７千㍋㍗（約２万４千世帯の消費分に相当）を見込んでいます。なお、事業費は60億円で、愛
媛県が国の補助事業を活用して14億円の無利子融資をしています。

［表１］人件費等の概要

（1）一般職 11億 7,444 万円 （一般会計 10 億 1,620 万円、企業会計 1 億 5,824 万円）

（2）特別職 323 万円（一般会計 317 万円、企業会計 6 万円）
　　　　※期末手当の年間支給割合の引き上げ

（3）追加補正　一般会計 △ 5 億 7,598 万円、企業会計 △ 1,250 万円
　　　国家公務員の退職手当引き下げに合わせて、県一般職員と特別職の退職手当を引き下げる。

区 分 職員数 予算額 追加補正（退職手当の減額）

一般会計 1 万 9,013 人 10 億 1,620 万円 △ 5 億 7,598 万円

一般職員 4,208人� 2億 1,757万円 △ 1億�　990万円

警察職員 2,848人 1億 4,987万円 △ 5,087万円

学校職員 1万1,957人� 6億 4,876万円 △ 4億1,521万円

企業会計 2,063 人 1 億 5,824 万円 △ 1,250 万円
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※
長
尾
谷
川
（
松
前
町
）
の
護
岸
、
河
床
掘

削
工
事
と
、
岩
谷
川
（
砥
部
町
）
の
護
岸
工

事
に
予
算
（
ゼ
ロ
県
債
）
が
付
き
ま
し
た
。

【
ソ
ウ
ル
線
の
安
定
運
航
】

　

11
月
に
就
航
し
た
韓
国
の
格
安
航
空
会

社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
チ
ェ
ジ
ュ
航
空
に
よ
る
松

山
―
ソ
ウ
ル
線
の
安
定
運
航
に
向
け
、
４
，

８
８
１
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

①
国
際
線
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用
促
進３

，４
７
１
万
円

　

利
用
者
専
用
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
や
、

○�

平
成
30
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

運
営
を
都
道
府
県
が
担
う
こ
と
に
伴
う

国
民
健
康
保
険
法
施
行
条
例
の
制
定

○�

給
与
改
定
や
退
職
手
当
の
引
き
下
げ
に

伴
う
関
係
条
例
な
ど
既
存
条
例
の
改
正

❸ 

そ
の
他 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○�

土
地
改
良
事
業
な
ど
地
元
負
担
金
を
定

め
る
も
の
（
７
件
）

○�

平
成
30
年
度
に
県
で
発
売
す
る
宝
く
じ

　

�（
注
２
）
の
総
額
を
１
３
４
億
８
，５
０
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

○
財
産
処
分

　

�

西
条
市
に
あ
る
東
予
港
埋
立
地
約

９
万
８
，５
０
０
平
方
㍍
を
、
四
国
電
力

に
７
億
円
で
売
却
し
ま
す
。

○
県
立
医
療
技
術
大
学
の
定
款
の
変
更

　

�

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
地
方
独
立
行
政

法
人
法
が
一
部
変
わ
っ
た
た
め
、
定
款

の
一
部
を
変
え
ま
し
た
。

○�

土
木
建
設
事
業
の
負
担
金
額
の
変
更（
２

件
）や
、土
木
工
事
の
契
約
額
の
変
更（
３

件
）

○�

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
28
年
度

決
算
を
認
定

○
専
決
処
分
の
承
認
や
報
告
（
６
件
）

　

�

自
動
車
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額
の
決

定
、
衆
議
院
選
挙
に
係
る
補
正
予
算
な
ど

若
年
層
を
対
象
に
旅
行
商
品
の
割
引
（
パ

ス
ポ
ー
ト
取
得
の
促
進
）、
航
空
券
購
入
助

成
、
松
山
空
港
駐
車
場
料
金
助
成
な
ど
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
（
日
本
か
ら
の
利
用
）
両
面
か
ら
利

用
促
進
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
松
山
市
の
助

成
（
１
，６
１
８
万
円
）
も
合
わ
せ
る
と
５
，

０
８
９
万
円
に
な
り
ま
す
。

②
国
際
化
支
援
事
業　

１
，４
１
０
万
円

　

松
山
空
港
ビ
ル（
株
）
が
チ
ェ
ジ
ュ
航
空

に
実
施
し
た
空
港
施
設
使
用
料
等
の
減
免
相

当
額
を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
松
山
市
の

助
成
（
７
０
５
万
円
）
も
合
わ
せ
る
と
２
，

１
５
１
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
中
予
家
畜
保
健
衛
生
所
等
解
体
工
事
費
】

　

旧
家
畜
病
性
鑑
定
所
（
松
前
町
）
は
、
解

体
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
外
壁
吹
き
付
け

材
に
微
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
飛
散
防
止
対
策
な

ど
の
追
加
工
事
費
４
，
３
０
９
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

※�

補
正
予
算
の
内
容
を
４
ペ
ー
ジ
の
表
２
～
４

に
ま
と
め
ま
し
た
。

❷ 

条
例 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

❹ 

人
事
案
件 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

県
収
用
委
員
に
井
伊
敏
郎
氏
（
65
歳
、

農
業
、
西
予
市
）
の
再
任
、
小
川
佳
和
氏

（
46
歳
、
弁
護
士
、
松
山
市
）
の
新
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

❺ 

決
議 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射

に
抗
議
す
る
決
議

（
注
１
）
ゼ
ロ
県
債

　
　
　

�

ゼ
ロ
県
債
と
は
、
そ
の
年
度
分
に
支
出
の

な
い
（
歳
出
予
算
ゼ
ロ
の
）
県
の
債
務
負
担

行
為
を
言
い
ま
す
。
次
の
年
度
の
予
算
の

事
業
を
、
前
倒
し
し
て
発
注
し
、
公
共
事

業
の
平
準
化
と
工
事
の
早
期
完
了
・
代
金

の
早
期
支
払
い
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
宝
く
じ

　
　
　

�

宝
く
じ
は
、
都
道
府
県
及
び
政
令
市
（
全

66
団
体
）
が
法
律
に
基
づ
き
発
売
し
、
収

益
は
発
売
地
域
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
発

売
な
ど
運
営
は
、「
全
国
自
治
宝
く
じ
事

務
協
議
会
」（
全
国
協
）
を
中
心
に
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
の
資
料
で
は
、
全

国
で
１
兆
４
１
９
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ

り
、
収
益
は
４
，
１
８
１
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

松山空港に着陸したチェジュ航空の旅客機
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  ◆ 一般会計補正予算 11億3.072万円 【累計　　　 6,535億　819万円】

［債務負担行為　10億6,925万円］

  ◆ 企業会計補正予算（３会計） １億4,580万円 【累計　　　　 620億5,176万円】

区 分 補正予算額

国庫支出金 6億9,004万円� 災害復旧、義務教育国庫負担など�

繰入金� 4億2,568万円� 財政基盤強化積立金繰入

県　債 1,500万円� 災害復旧事業に充当�

合 計 11億3,072万円 

　当面措置を必要とする経費 6億8,733万円

（1） 台風18号、21号により被災した施設の復旧 5億9,043万円

・豪雨被害を受けた農地農業用施設の復旧
・豪雨被害を受けた農林水産研究試験ほ場等の復旧

5億7,543万円
1,500万円

（2）県単独緊急防災・減災対策事業の早期執行　　　　　 　  【債務負担行為　10億6,925万円】

・緊急輸送道路等の整備
・河川、海岸、港湾施設の改修
・土砂災害を防止する砂防施設の整備
・河川の氾濫を防止する河床掘削の推進《緊急対策》

5億2,170万円
2億8,764万円
1億5,228万円
1億　�763万円

（3）一般政策経費 9,690万円

・松山空港国際線 LCCインバウンド・アウトバウンド両面から利用促進
・松山空港国際線の安定運航を確保するための支援
・ロシア・オレンブルグ州への訪問団派遣による文化交流の推進
・中予家畜保健衛生所の旧庁舎解体に係る追加工事

3,471万円
1,410万円
500万円

4,309万円

［表２］予算規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※企業会計は給与改定等に伴う補正のみ　※追加補正を含む

［表３］一般会計 歳入予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��※追加補正を含む

［表４］歳出予算の概要

松前町にある中予家畜保健衛生所（家畜病性鑑定所）の旧庁舎。
平成29年４月東温市田窪に移転。
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え
ひ
め
国
体
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
終
え
て

　

冒
頭
で
も
64
年
振
り
、
単
独
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
「
え
ひ
め
国

体
」、
ま
た
、
初
開
催
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（「
え
ひ
め
大
会
」
と

言
い
ま
す
。）
を
成
功
裏
に
終
え
た
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
が
、
え
ひ
め
国
体
の

成
績
は
、
天
皇
杯
（
男
女
総
合
）
２
位
、
皇
后
杯
（
女
子
総
合
）
２
位
。
得

点
は
天
皇
杯
２
３
９
５
・５
点
、
皇
后
杯
１
１
９
６
点
で
、
過
去
に
天
皇
杯
を

獲
得
し
た
開
催
県
の
得
点
（
平
成
26
年
長
﨑
県
２
３
６
４
点
、
平
成
27
年
和

歌
山
県
２
２
５
７
点
）
を
超
え
て
お
り
、
目
標
と
し
て
い
た
優
勝
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
係
者
の
努
力
は
十
分
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
空
手
の
稲
葉
洋
一
監
督
（
砥
部
町
七
折
）
の
優
勝
会
見
で
の
涙
が
印
象
に

残
り
ま
す
。

　

ま
た
、
え
ひ
め
大
会
で
は
、
県
内
９
市
町
で
13
競
技
と
３
つ
の
オ
ー
プ
ン

競
技
が
実
施
さ
れ
、
愛
媛
県
勢
は
過
去
最
高
の
１
２
１
個
（
金
54
、
銀
30
、

銅
37
）
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
３
日
間
の
会
期
中
、
愛
媛
県
選
手
団
４
５
０
人

を
含
む
47
都
道
府
県
と
20
政
令
指
定
都
市
の
選
手
団
や
大
会
役
員
、
観
覧
者

ら
総
勢
８
万
２
千
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

中
村
知
事
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
生

か
し
「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
え
ひ
め
」
の
充

実
に
向
け
て
、
県
庁
組
織
の
中
に
ス

ポ
ー
ツ
局
の
よ
う
な
一
元
化
で
き
る
体

制
を
つ
く
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
と
発

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
会
を
契
機

に
、
愛
媛
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
さ
ら
に
飛

躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
昨
年
11
月
上
京
の
際
、
時
間
を

作
っ
て
上
野
動
物
園
に
行
き
ま
し

た
。
平
日
で
も
、
大
変
な
賑
わ
い

で
す
。
立
地
条
件
か
ら
外
国
、
特

に
ア
ジ
ア
か
ら
の
お
客
が
多
い
よ
う
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
上
野
動
物
園
の
人
気
者
に
ゴ
リ
ラ
が
い
ま

す
。
ゴ
リ
ラ
は
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
輸
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
18
年
ま
で
と
べ

動
物
園
に
は
、
ニ
シ
ロ
ー
ラ
ン
ド
ゴ
リ
ラ
の
ナ
ナ

（
当
時
推
定
24
歳
）
が
い
ま
し
た
が
、
ブ
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ロ
ー
ン
と
い
う
契
約
で
、
上
野
動
物
園
に
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
ゴ
リ
ラ
は
、
群
れ
で
生
活
し

ま
す
。
平
成
６
年
か
ら
上
野
動
物
園
は
ゴ
リ
ラ
を

複
数
集
め
、「
ゴ
リ
ラ
の
住
む
森
」
を
整
備
し
て
、

群
れ
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。
国
内
外
の
動
物
園
の

協
力
を
得
て
ゴ
リ
ラ
を
借
り
受
け
、
繁
殖
に
努
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
上
野
動
物
園
で
は
、
オ
ス
１

匹
、
メ
ス
６
匹
（
内
２
匹
は
子
供
）
と
、
ニ
シ
ゴ

リ
ラ
の
モ
モ
コ
（
推
定
34
歳
）
が
昨
年
10
月
に
出

産
し
た
赤
ち
ゃ
ん
（
性
別
は
ま
だ
不
明
）
が
い
ま

す
。
ナ
ナ
（
写
真
）
は
子
供
を
つ
く
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
２
匹
の
子
供
ゴ
リ
ラ
を
大
変
か
わ
い
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
「
晴
走
雨
読
」
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
の
区
切
り
の
年
で
す
。

幕
末
、
宇
和
島
藩
に
は
四
賢
侯
と
謳う

た

わ
れ
た
藩
主

伊
達
宗む

ね

城な
り

が
お
り
、
日
本
で
最
初
に
日
本
人
だ
け

で
蒸
気
船
を
造
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ボ
ル

ト
に
学
ん
だ
二
宮
敬
作
が
、
西
予
市
（
旧
宇
和
町
）

で
開
業
医
と
し
て
活
躍
。
日
本
人
女
性
で
初
め
て

産
科
医
と
し
て
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
楠
本
イ
ネ

（
シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
）
を
育
て
て
い
ま
す
。
卯
之
町

に
は
、敬
作
の
教
え
を
う
け
よ
う
と
村
田
蔵
六
（
後

の
大
村
益
次
郎
）
が
来
て
い
ま
す
し
、「
蛮
社
の
獄
」

を
逃
れ
た
高
野
長
英
が
匿か

く
ま

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
と
言
え
ば
、
薩
摩
（
鹿
児
島
）、
長

州
（
山
口
）、
土
佐
（
高
知
）、
肥
前
（
佐
賀
）
の

各
県
名
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
南
予
も
大
変
頑

張
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
小
説

「
花
神
」
に
出
て
き
ま
す
の
で
、ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
明
治
新
政
府
に
参
加
し
た
元
藩
主
は
少

な
い
の
で
す
が
、
伊
達
宗
城
は
、
新
政
府
の
閣
僚

に
名
を
連
ね
“
外
交
”“
財
政
”
面
で
活
躍
し
ま

し
た
。

▼
中
国
が
「
ト
イ
レ
革
命
」
に
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
ト
イ
レ
事
情
と
か
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
ト
イ
レ
の
話
題
が
多
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
都
道
府
県
立
高
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
、
全
国
平
均
35
・
８
㌫
。
愛
媛
県
は
18
・
６
㌫

で
全
国
最
下
位
と
い
っ
た
新
聞
記
事
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
学
校
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
、
12
月
議
会
の
文
教
・
警
察
委
員
会
で
、

洋
式
化
を
進
め
る
べ
き
と
の
趣
旨
で
発
言
し
ま
し

た
。
お
金
の
掛
か
る
こ
と
で
す
の
で
、
一
気
に
と

は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
の
で

す
が
、
今
は
男
性
で
も
洋
式
ト
イ
レ
で
小
用
を
す

る
際
に
は
、
座
っ
て
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
は
、「
自
分
は
い
つ
も
座
っ
て
す
る
」

と
当
然
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
男
性
の
皆

さ
ん
ど
う
思
い
ま
す
…
。

天皇杯と皇后杯の表彰状

子供ゴリラと仲良く並んでいる
メスゴリラ（ナナだと思われる）

編
後
集
記
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こ
の『
陽
だ
ま
り
の
樹
』は
、

漫
画
雑
誌
「
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
」

に
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）

４
月
号
か
ら
約
６
年
間
掲
載

さ
れ
た
劇
画
で
、
漫
画
の
神

様
、手
塚
治
虫
の
晩
年
の
作
品

で
す
。

　

幕
末
期
の
日
本
を
、二
人
の

主
人
公
を
と
お
し
て
描
い
て
い

ま
す
。一
人
は
、
架
空
の
人
物

伊
武
谷
万
二
郎
。
小
藩
の
下

級
藩
士
で
、
剣
の
達
人
で
す
。

無
骨
で
直
情
径
行
の
武
人
で

す
が
、な
ぜ
か
男
女
を
問
わ
ず

慕
わ
れ
ま
す
。
も
う
一人
は
、蘭
方
医
の
手
塚
良
庵（
後

に
「
良
仙
」）。
名
前
か
ら
分
か
る
通
り
作
者
手
塚
治

虫
の
先
祖
、
実
在
の
人
物
で
す
。
医
師
の
家
に
生
ま
れ

て
大
坂
適
塾
に
進
ん
だ
エ
リ
ー
ト
で
す
が
、
遊
び
人
で
、

遊
郭
通
い
が
止
み
ま
せ
ん
。
当
然
、女
性
に
も
て
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
、
作
者
が
作
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
が
…
。

対
照
的
な
二
人
を
軸
に
、
安
政
の
大
地
震
、
牛
種
痘
所

開
設
、
真
忠
組
事
件
な
ど
幕
末
期
の
事
件
を
織
り
込

ん
で
物
語
が
進
ん
で
行
き
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
の「
陽
だ
ま
り
の
樹
」
は
、
当
時
の
徳
川
幕

府
の
姿
で
す
。
２
０
０
年
を
超
え
る
鎖
国
の
中
で
、
因

習
に
囚
わ
れ
、
門
閥
で
占
め
ら
れ
て
倒
れ
か
け
て
い
る

徳
川
幕
府
。
水
戸
学
の
大
家
藤
田
東
湖
は
、こ
れ
を
庭

の
陽
だ
ま
り
に
あ
る
枯
れ
か
け
た

桜
の
老
木
に
喩
え
て
、「
陽
だ
ま
り

の
樹
」
と
呼
び
ま
し
た
。
万
次
郎

は
、こ
の
倒
れ
よ
う
と
す
る
幕
府
を

終
始
支
え
、
最
後
は
彰
義
隊
に
加

わ
り
、
戦
闘
の
中
で
杳よ

う

と
し
て
姿
を

消
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
明
治
改
元（
１
８
６
８

年
）か
ら
数
え
て
１
５
０
年
。
そ
れ

に
ち
な
ん
で
か
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
は
、
林
真
理
子
の
小
説
「
西

郷
ど
ん
！
」（
せ
ご
ど
ん
）が
原
作
。

脚
本
を『
ド
ク
タ
ー
Ｘ
～
外
科
医
・

大
門
未
知
子
～
』
や
連
続
テ
レ
ビ

小
説『
花
子
と
ア
ン
』な
ど
を
執
筆
し
た
中
園
ミ
ホ
が

手
掛
け
ま
す
。
女
性
の
視
点
で
と
ら
え
た
西
郷
隆
盛

像
、
女
性
の
目
か
ら
見
た
明
治
維
新
は
ど
の
よ
う
な
も

の
に
な
る
の
か
、
楽
し
み
で
す
。

　
『
陽
だ
ま
り
の
樹
』の
ラ
ス
ト
で
は
、
手
塚
良
庵
が
、

軍
医
と
し
て
西
南
戦
争
に
従
軍
し
て
行
き
ま
す
。
朝

靄
の
中
に
旅
立
っ
た
良
庵
。
そ
の
良
庵
は
、
戦
場
で
赤

痢
に
斃た

お

れ
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
と
お

り
、
西
南
戦
争
で
薩
摩
方
は
敗
れ
、
西
郷
隆
盛
は
戦
死

し
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
内
戦
を
境
に
明
治
日
本
は
急

速
に
近
代
国
家
の
形
を
整
え
、帝
国
主
義
の
歩
み
を
早

め
ま
す
。

（
文
中
敬
称
略
）

著者：手塚 治虫　　出版：小学館文庫

『陽だまりの樹』
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